
 

 

 

スピリチュアリティとエネルギーケアの理解を深めよう！ エネルギー医学研究会’連続講座 zoom・録画

可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★“スピエネット”とは、下記の団体による「スピリチュアリティ＆エネルギーケアネットワーク」の略称です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日 時：2023年10/７（土）13：30～16：45 

■場 所：「ホリスティック・スペース「アクエリアス」  

  「馬喰町・馬喰横山・東日本橋」駅下車（A1ではなく）1番出口を右に出てすぐの交差点を右折したラーメン日高屋のビルの４階（中

央区日本橋馬喰町1-5-10 林ビル 4階） 

■参加費：zoom受講・録画受講も可 ＊会員とは主催、共催、協力団体の会員を指します。 

シリーズ全４回   ①会員 ８,000円 ②一般 12,000円 

今回のみ参加   ③会員 2,500円 ④一般  3,500円 

■申し込み手順 

１．必要事項（1氏名、2住所、3電話、4E-mail、5所属（①会員（団体名）・②一般、６来場受講・zoom受講・録画配信受講から選

択）を、ho-kanto@tg.rim.or.jp へ（締切 10／１（日））。＊または、FAX で ０３－５５７２－８２１９まで。（当日のみ携帯：080－5484－

8008） 

２．申し込み受理のお知らせ到着後1週間以内にお振込み下さい。  三菱UFJ銀行 西新宿支店(普通)００５７５６７ 

  特定非営利活動法人日本ホリスティック医学協会 

  【PayPal（ペイパル）でのお支払い方法】下記のリンクから、PayPalアカウントにログインし、金額「￥０ 」に、参加費を入力してお支払いください 

＜支払い受取り用リンク＞ PayPal.Me/kantoforum 
3．お振込み後、受付完了となります。お振込後の参加費はご返却できませんので代理受講でご対応をお願い致します。 

＜主催＞NPO法人日本ホリスティック医学協会関東フォーラム委員会（生活習慣病予防指導士3単位） 

＜協力＞日本ソマティック心理学協会、NPO法人日本ヒーリングタッチ協会、NPO法人サイモントン療法協会、日本トランスパーソナル学会 

「各種療法におけるエネルギー」連続講座・第１回 

“シンセシス（統合）”の視点からのエネルギー観 

 「エネルギー」と一口にいいますが、実は、いろいろな領域があるとされています。エネルギー療法といわれて

いないものでも、巷にあまたとある種々の療法には必ずそれぞれの視点からのエネルギー観があります。まさに古

今東西の先達たちが追究してきた「エネルギー観」の歴史があるといえます。 

 そこで、このエネルギー医学研究会では、今年度のテーマとして、さまざまな療法における「エネルギー」を巡

って連続講座を行うことにいたしました！ 

 毎回、講師のレクチャーの後にダイアローグを行いながら、しっかりと追究していきます。お待ちしております！ 

 

 
★「サイコシンセシス」（精神統合）におけるエネルギー 

   五味佐和子（臨床心理士・公認心理師、ヘリックスセンター代表） 

 フロイトの「精神分析（サイコアナリシス）」に対して、分析することに異を唱え「サイコシンセシス（精神統合）」を提

唱したのがイタリアの精神医学者ロベルト・アサジオリです。「無意識」と「エネルギー」を重要視し、「愛と魂と意志を持

った心理学」ともいわれるサイコシンセシスのエネルギー観をご紹介いただきます 

★「バイオシンセシス／ボディサイコセラピー」におけるエネルギー        

贄川治樹（WCP公認心理療法家、EABP公認身体心理療法家） 

 ボディサイコセラピーは「身体を取り入れた心理療法」であり、心の葛藤や問題の解決だけではなく、思考、感情、行動、

代謝などを含んだ有機体としての全体性の調和と統合を目指しますが、その目的のためにどのようにエネルギーを理解し、

どのようにエネルギーにアプローチするかについてお話ししていただきます 

★スピエネット対話＜ダイアローグ＞ 五味佐和子 × 贄川治樹 

 お二人のレクチャーの後に、さらに「シンセシスとエネルギー」について深めるためのダイアローグを行います。 

 

https://www.paypal.com/paypalme/kantoforum?v=1&utm_source=unp&utm_medium=email&utm_campaign=RT000481&utm_unptid=9f90ab2e-bd8a-11ed-83d0-3cfdfef091d9&ppid=RT000481&cnac=JP&rsta=ja_JP%28ja-JP%29&cust=AY8AH2KPT3PJA&unptid=9f90ab2e-bd8a-11ed-83d0-3cfdfef091d9&calc=f58538351dc72&unp_tpcid=ppme-social-business-profile-created&page=main%3Aemail%3ART000481&pgrp=main%3Aemail&e=cl&mchn=em&s=ci&mail=sys&appVersion=1.150.0&xt=104038%2C127632


 

 

、 

＜2回目以降の連続フォーラムの日時・内容＞ 

全4回：主催・共催・協力団体の会員８,０00円、一般12,０00円 

各回：主催・共催・協力団体の会員２,５00円、一般３,５00円 

 

★フォーラムⅡ：２０23年12月２日（土）13：30～16：45（会場：アクエリアス） 

東洋・伝統医学のエネルギー観  

・チベット医学のエネルギー観 中野真澄（GBLホリスティック研究所代表取締役、Sorig Khang Japan代表理事） 

 チベット医学は仏教の思想を土台にしており、特に「チベット密教」のエネルギー身体観・死生観を基盤にしている

東洋医学です。ここでは、通常の基本的なチベット医学の視点に加えて、ドクター・ニダのチベット医学で説かれてい

るエネルギー観について解説していただきます 

・アーユルヴェーダのエネルギー観      青山圭秀（理学博士、医学博士。株式会社アートオブサイエンス代表） 

 インドにおける経験・思索を綴った『理性のゆらぎ』や『アガスティアの葉』などのベストセラーがあり、アーユル

ヴェーダ研究所（米国）招聘研究員を経て東洋伝承医学研究所副所長もお務めになられたお立場からアーユルヴェーダ

のエネルギー観について解説していただきます 

〇スピエネット対話＜ダイアローグ＞ 中野真澄 × 青山圭秀  

2回めは東洋のチベット医学とアーユルヴェーダのエネルギー観について理解を深めます 

 

★フォーラムⅢ：２０24年２月３日（土）13：30～16：45 （会場：アクエリアス） 

ヒーリングにおけるエネルギー観 

・ヒーリングタッチにおけるエネルギー 戸田美紀（HTI認定ヒーリングタッチ・インストラクター、NPO法人日本

ヒーリングタッチ協会理事） 

 ヒーリングタッチは、リラックスをもたらしホリスティックに育むエネルギーセラピーです。優しいタッチを使って

身体、感情、思考、スピリチュアリティの健全性をバランスさせるサポートをし、現代医療や他のセラピーと調和して

補完的に働きかけます。ハートから行うヒーリングタッチの姿勢をご紹介します 

・直傳靈氣におけるエネルギー               山口忠夫（NPO法人国際直傳靈氣協会 名誉理事長） 

 直傳靈氣は、山口千代子が昭和13年に臼井甕男の弟子・林忠次郎より直傳で靈氣を学び、60年以上実践、正真正

銘日本生まれ日本育ちの靈氣です。本来の靈氣は治療に重点を置いており、当時の講習会を再現した直傳靈氣セミナー

ではその点を重視し、実践的な靈氣療法を伝え続けています 

○スピエネット対話＜ダイアローグ＞  戸田美紀 × 山口忠夫 

 3回めはヒーリングタッチと直傳靈氣によるエネルギーについて理解を深めます 

 

★フォーラムⅣ：２０24年４月６日（土） 13：30～16：45 （会場：アクエリアス） 

西洋・中世におけるエネルギー観 

・医療占星術のエネルギー観   福本 基（精神科医、Oscar Hoffman氏のMedical Astrology Correspondence 

Course修了） 

本当の伝統的占星術は天体学に基づく科学であり、「医療占星術」は、天体・惑星などからのエネルギーが人体・健

康に及ぼす影響を追究しているものです。この医療占星術においてはエネルギーをどのようにとらえているのかを現役

精神科医の福本基先生に分かりやすく解説していただきます 

・パラケルススのエネルギー観       ミハエラ・シェルブレア（医師、ルーマニアのブカレスト大学医学部卒） 

 中世ヨーロッパの伝説の医師パラケルルスは「エーテル」という宇宙に遍満するエネルギーがみえたといわれていま

す。そして、その宇宙観を土台にした錬金術的な医療を行っていました。このパラケルススのエネルギーのとらえ方に

ついてミハエラ医師に分かりやすく解説していただきます 

○スピエネット対話＜ダイアローグ＞  福本 基× ミハエラ・シェルブレア 

最終回は医療占星術とパラケルススの視点からエネルギーについて理解を深めます 


